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ENERPACについて
Enerpac（エナパック）は、高圧油圧工具、圧力制御機器、可搬
式工作機械のほか、重量物を高精度で取り扱うオンサイトサ
ービス/ソリューションのグローバルリーダーです。110年の
実績と革新性を誇るエナパックは、世界最大級の構造物の移
動と整備をお手伝いしてきました。エナパックの高品質の工
具、サービス、ソリューションは、航空、インフラ、製造、採掘、
石油/ガス、発電など、安全性と精度が重視される業界の大手
企業から信頼をいただいています。詳細は、www.enerpac.
comをご覧ください。 

保証
製 品 保 証 の 条 件 に つ い ては 、E n e r p a cグ ロ ー バ ル 保 証 文 書 を 参 照してくだ さい 。保 証 に 関 する 情 報 は 、 
www.enerpac.comをご覧ください。

銘板

 
対応言語
ED.03939.00.001は以下の言語で公開されています。www.enerpac .comからダウンロードしてください。 
www.enerpac.comからダウンロードしてください。

	• Weitere Sprachen finden Sie unter www.enerpac.com.
	• Para otros idiomas visite www.enerpac.com.
	• Muunkieliset versiot ovat osoitteessa www.enerpac.com.
	• Pour toutes les autres langues, rendez-vous sur www.enerpac.com.
	• Per altre lingue visitate il sito www.enerpac.com.
	• その他の言語はwww.enerpac.comでご覧いただけます。
	• 이 지침 시트의 다른 언어 버전은 www.enerpac.com.
	• Ga voor de overige talen naar www.enerpac.com.
	• For alle andre språk henviser vi til www.enerpac.com.
	• Inne wersje językowe można znaleźć na stronie www.enerpac.com.
	• Информацию на других языках вы найдете на сайте www.enerpac.com.
	• För andra språk, besök www.enerpac.com.
	• Pentru alte limbi vizitați www.enerpac.com.
	• Pro další jazyky navštivte www.enerpac.com.

www.facebook.com/enerpac

www.youtube.com/enerpac

www.linkedin.com/company/enerpac

www.twitter.com/enerpac
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1. 	 安全性
1.1	 安全注意事項 

以下の注意事項に従わないと、死亡事故または重傷を引
き起こす可能性があります。物的損害が生じる可能性もあ
ります。

•	 必ず、保護帽、耳栓、安全靴、ツールの安全な操作に
適した保護手袋（最低限、リガータイプ手袋を使用）
を着用してください。保護服はツールの安全操作を
妨げたり、他の作業者とのやり取りを妨げたりしない
ようなものにしてください。

•	 作業場所の安全を確保してください。作業場所の標
準操作手順に記載の指示事項に従い、記載されてい
るすべての安全注意事項を遵守してください。

•	 システムの操作または使用準備を行う前に、本取扱
説明書に記載されている安全注意事項および指示
内容をよく読み、十分に理解してください。本取扱説
明書の操作手順に含まれるものも含め、常にすべて
の安全注意事項および指示内容に従ってください。

•	 すべての油圧コンポーネントが定格の安全動作圧
力になっていることを確認してください。

•	 リリーフバルブを、システムの最大定格圧力を超え
る高圧に設定しないでください。設定値が高い場合、
機器の損傷や人身傷害が生じることがあります。

•	 装置に過剰な負荷をかけないでください。シリンダ
ーの容量を超える重量の積荷を移動させようとしな
いでください。過負荷は、故障や人身傷害につなが
る恐れがあります。

•	 積荷を移動させる前に安定して設置されていること
を確認してください。 

•	 稼働前に必ずシステムの目視点検を行ってくださ
い。問題が見つかった場合はツールを使用しないで
ください。Enerpac認定サービスセンターでツールを
修理し、テストを済ませてから再度稼働するようにし
てください。

•	 オイルが漏れているツールは絶対に使用しないでく
ださい。損傷している場合、改造されている場合、あ
るいは修理が必要な場合には機器を使用しないで
ください。

•	 必ず、オペレーターに作業環境に応じた安全講習ト
レーニングを受講させてください。オペレーターはコ
ントロール類とツールの適正な使用方法について熟
知している必要があります。

•	 オペレーターは、地域の適用法規制と工場の標準操
作手順によって規定される最低年齢以上でなければ
なりません。

•	 油圧をカプラを緩めることで解放しようとしないでく
ださい。

•	 油圧がかかったカプラチェックボールを無理に定位
置から外そうとしないでください。 

•	 オイル漏れが発生しないようにあらゆる予防措置を
講じてください。高圧のオイルが漏れ、皮膚に浸透し
て重傷を引き起こす可能性があります。

•	 接続部を締め付けすぎないようにしてください。しっ
かりと締め付けられ、漏れがなければ十分です。締め
付け過ぎると、ねじ溝の早期不具合に繋がります。

  警告

すべての説明をよくお読みください。人身傷害や製品の損
傷、または物的損害を防ぐため、すべての推奨される安全
注意事項に従ってください。Enerpacは、安全でない製品
の使用、整備不良、誤った操作に起因する損害やけがに責
任を負いません。警告ラベル、タグ、またはシールを取り外
さないでください。疑問点がある場合や問題の生じた場
合は、Enerpacまたはお近くのEnerpac販売店にご連絡い
ただき、内容を確認してください。
後で使用できるよう、これらの指示書を保管しておいてく
ださい。
高圧油圧機構の安全性についてのトレーニングを受けた
ことがない場合は、Enerpac油圧機構安全性コースの受講
について販売店またはサービスセンターにお問い合わせ
ください。
本取扱説明書では、安全警告記号、注意表現、安全メッセ
ージを系統的に使用し、ユーザーに具体的な危険を警告
しています。これらの警告に従わないと、死亡事故または
重傷や機器または物的損害が生じることがあります。

安全警告記号は本取扱説明書全体で使用さ
れます。この記号は身体的なけがの危険性が
あることを警告するために使用されます。安全
警告記号に十分な注意を払い、この記号の後

に記載されているすべての安全メッセージに従って、死亡
事故または重傷の危険を回避してください。
安全警告記号は特定の注意表現と合わせて使用され、安
全メッセージまたは物損メッセージに注意を喚起し、危険
レベルを指定します。本取扱説明書で使用される注意表
現は、「危険」、「警告」、「注意」、「注記」です。

防止できなければ、死亡事故または重傷を
引き起こすことになる危険な状況を示します。

防止できなければ、死亡事故または重傷を
引き起こす可能性のある危険な状況を示します。

防止できなければ、軽微なまたは中程度の
けがを引き起こす可能性のある危険な状況を示します。

重要と思われるが危険関連ではない情報を
示します（財物に対する損害に関するメッセージなど）。安
全警告記号はこの注記表現と同時には使用されないこと
に注意してください。

  DANGER

  警告

  注意

 注記
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•	 継ぎ手が緩んでいたり、斜め入りになっていると、加
圧時に危険な状況が発生することがあります。加圧
中は、絶対に直接、油圧接続部に沿って立たないで
ください。

•	 加圧中または積荷の移動中は、絶対にツールを叩か
ないでください。構成部品に張力が掛かると詰まり
が生じ、飛散して危険な状態を発生させることがあり
ます。加圧された油圧オイルが不意に飛散する可能
性もあります。

•	 加圧中または積荷の移動中でなくても、絶対にツー
ルを叩かないでください。ツールを叩くと、システム
構成部品に修正不能な損傷を与え、動作機能に影響
を与えることがあります。

•	 積荷の移動を開始する前に、誰もツールで作業して
いないこと、ツールの付近に人がいないことを確認
してください。手順を開始する前に、これから手順を
行うことをスタッフ全員に知らせてください。

•	 事故防止のため、手順の実行中はオペレーターと常
にコミュニケーションを取るようにしてください。オ
ペレーターが荷物を視認できない場合は、手信号、
双方向無線またはその他の適切なコミュニケーショ
ン手段（適用法規にて義務付けられているもの）を
使用してください。

•	 必要に応じて、RP70Aを操作し、積荷を制御された速
度で均等に昇降させるようにしてください。

•	 操作中は常に積荷から目を離さないでください。積
荷が不安定になったり、移動が不均一に見える場合
は、すぐに作業を停止してください。

•	 磨耗あるいは損傷している部品は直ちに交換してく
ださい。必ず、認定販売店またはサービスセンターが
供給する純正Enerpac部品を使用してください。標準
等級の部品は、破損して、重大な人身傷害や設備の
損傷を引き起こす可能性があります。Enerpacの部品
は、正しく適合し、高負荷に耐えるよう設計されてい
ます。

•	 人身傷害のリスクを最小限に抑えるため、運転中は
手や足をツールやワークピースから離しておいてく
ださい。

以下の注意事項に従わないと、軽微なまたは中程度のけ
がを引き起こす可能性があります。物的損害が生じる可能
性もあります。

•	 構成部品が、機械の可動部分、鋭いエッジ、溶接スパ
ッタ、腐食性薬品、過度の熱、炎といった損傷の外因
から保護されていることを確認してください。 

•	 油圧装置に炎や熱源を近づけないでください。過剰
な熱によりパッキンやシールが柔らかくなり、液漏れ
が生じます。熱は、ホースの素材やパッキンの強度も
低下させます。

•	 最適な性能を得るには、油圧装置を150˚F [65˚C] 以
上の高温の場所に置かないでください。すべての油
圧装置を溶接スパッタから保護してください。

•	 ポンプの電動モーターに損傷を与えないように、仕
様を確認してください。間違った電源を使用するとモ
ーターが損傷します。

•	 本取扱説明書の指示内容に従い、ツールを潤滑して
から運転を行ってください。潤滑油メーカーの指示
内容に従い、必ず認定された高品質の潤滑油を使用
してください。

•	 ホースとシリンダーを溶接スパッタから保護してくだ
さい。

  注意

•	 油圧ホースを傷つけないようにしてください。油圧ホ
ースのルーティング時はホースの極端な曲げやねじ
れを避けてください。曲がったりねじれたりしたホー
スを使用すると、強度の背圧の原因となります。極端
な曲げやねじれは、ホースの内側の損傷を引き起こ
し、ホースの早期不具合につながります。

•	 ホースの上に重い物体を落下させないでください。
鋭い衝撃を加えると、ホースのワイヤー線が損傷す
る場合があります。損傷したホースに圧力を加える
と、破裂する可能性があります。

•	 油圧ホースやカプラをつかんで油圧装置を持ち上げ
ないでください。シリンダーとクランプアセンブリに
付属のリフティングハンドルを使用してください。

•	 接続状態のホースを引っ張らないでください。油圧
カップリングに引っ張る力がかかると、ホースとカッ
プリングインターフェースの強度が低下し、ホースが
カップリングから突然激しく外れることがあります。

•	 カップリングを支持する場合は、必ずホース自体を
持ってホースを持ち上げてください。

•	 圧力のかかったホースに手を触れないでください。
高圧の作動油が噴き出し、皮膚に浸透して重傷を引
き起こす可能性があります。作動油が皮膚に入り込
んだ場合は、直ちに医師に相談してください。

•	 組み立て時には、必要に応じてベンドガイドを使用
して支持し、ホースのねじれを防止してください。

•	 磨耗または損傷しているホースは、直ちに交換しま
す。

•	 汚れまたは腐食のあるカップリングを使用しないで
ください。 

以下の注意事項に従わないと、物的損害や製品保証の無
効などを引き起こす可能性があります。

•	 過酷な使用条件下では、通常より高い頻度でRP70A
の点検、清掃、潤滑を行ってください。

•	 オイル漏れがある場合は、必要に応じてシールを交
換してから、ツールの使用を再開してください。

•	 RP70Aを非常に高い位置から落とした場合は、ツー
ルを点検し、正常な動作を確認してから使用を再開
してください。

•	 ホースを移動させる場合は、カップリングが地面の
上を引きずられないようにしてください。

•	 必ず、本取扱説明書に記載の点検指示事項と整備指
示事項に従ってください。必ず、規定の時間間隔で整
備と点検作業を行ってください。

•	 油圧装置の整備は、必ず資格のある油圧技術者が実
施してください。修理の場合は、地域のEnerpac認定
サービスセンターにお問い合わせください。

•	 正 し い 動 作 と 最 高 の 性 能 を 確 保 す る た め
に、Enerpacのオイルのご利用を強く推奨いたしま
す。

 注記
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2. 	 輸送およびシステム
の積み降ろし

•	 積み降ろしは、必ず適切な資格のあるスタッフが実
施してください。

•	 必ず、対象となる積荷に対する適切な能力を持つリ
フティング／ホイスティング機器を使用してくださ
い。

•	 取扱説明書に記載のとおりに積荷を持ち上げ（リフ
ティングフック用接続ポイント）、専門的な基準を遵
守してください。

•	 必ず、輸送目的に適した負荷能力を持つ適切なコン
テナを使用してください。

•	 システムを移動させる必要のある場合は、短い距離
であってもすべての油圧接続部の接続を外してくだ
さい。

•	 輸送中の損傷を防止するため、梱包の際はゴムパッ
ドとプラスチック製梱包材を使用してください。

•	 コンテナは、風雨や気温の影響を防ぎ、強固な保護
機能を発揮するので、輸送目的で使用することがで
きます。すべての部品が滑って移動しないように固
定されていることを確認してください。

•	 オプションで輸送用フレームも用意されています。

図1： 輸送用フレーム

3. 	 システムの 文 字と標
識

クランプ：  注意、31 kg、2名で持ち上げ可能

クランプ：ホイスティングポイント

クランプ：識別プレート

シリンダー：21 kg、1名で持ち上げ可能



6 Doc L4578_b

延長ストリップ：19 kg、1名で持ち上げ可能

スイングアーム：16 kg、1名で持ち上げ可能

4. 	 ホース接続
 注記

使用前にはカプラーを拭き取り、システム内に汚れが入ら
ないようにしてください。

油圧カプラはツールを使用することなく、漏れを最小限に
抑えながら、接続したり、外したりすることができます。これ
らのカプラには安全ロックが付いており、誤って外れてし
まうことがないため、さらに安全性が高められています。 
カプラを取り付けるには、安全ロックを押し下げ、両方の
カプラが完全にはまるまで両方のカプラを合わせるよう
に押し込みます。スプリングの力で安全ロックが元の位置
に戻り、接続部が密閉されます。

 注記

カプラを外すには、安全ロックを押し下げ、両方のカプラ
を引いて外します。

 注記

油圧が油圧ホース内に残留してしまう場合があります。カ
プラの合わせ面がしっかり噛み合わない場合、あるいは
通常と比べて噛み合いにくい場合は、一般的に、圧力が残
留していると考えられます。レンチまたはプライヤーを使
用しないでください。カップリングが完全に戻らない場合
は、圧力が蓄積していると考えられる外部動力源部分でシ
ステム圧力を解放します。

  警告

油圧機構を不用意に取り扱うと、重傷引き起こす可能性が
あります。



Doc L4578_b 7

5. 	 機能と部品
5.1	 機能図
1.	 コネクターピン（6個）
2.	 油圧カプラ（4個）
3.	 シリンダー（2個）
4.	 カプラー（2個）

	 図2： RP70Aの主な特長と構成部品

1

2 3 4 5 6

7

8

9

PULLING MODE

STRECHING MODE

Clamp close 
up view

5.	 レール（1個）
6.	 延長ストリップ（2個）
7.	 クランプ（2個）
8.	 レールグリップ（4個）
9.	 スイングアーム（4個）

レールグリップ（図2、項目8）はスイングアーム（図2、項目9
）に取り付けられて、クランプに自由に動くように取り付け
られています。

 注記
シリンダーは動力パックで作動しますが、工場出荷時には
付属していません。

伸張モード

牽引モード

クランプの 
拡大図
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5.2	 一般的な説明
操作モードの主な原理を、以下の図に示します。
 	 青色の矢印は、力のかかっている方向を示してい
ます。
 	 紫色の矢印は、シリンダーのロッドの移動方向を
示しています。
このシステムには、以下の2つの操作モードがあります。

牽引モード
この操作モードでは、2つのレール端部がお互いの方向に
牽引されます。

•	 油圧シリンダーが延長ストリップを牽引します。
•	 延長ストリップは反対側のクランプに接続されてい

ます。
•	 レールグリップが両方のクランプをレールにクラン

プします。

  警告

このシステムはレールに圧力をかけることを目的として設
計されています。このシステムを他の目的で使用しないで
ください。

  警告

システムの改造を行ってはいけません。システムは必ず工
場出荷状態で使用してください。システムを想定外の目的
で使用すると、人身に対する危険や機器への損害を引き
起こす可能性があります。

6. 	 製品技術データ
6.1	 RP70Aの性能

温度
動作温度 最低 -10 °C

最高 +65 °C
油圧オイルの温度 最低 -20 °C

最高 +70 °C
保管温度 最低 -25 °C

最高 +60 °C

  注意

0°C未満の温度では氷が付着する危険があります。機械構
成部品に氷が付着すると、動作ロックしてしまうので使用
することはできません。
それ以外の温度でシステムを使用したい場合は、Enerpac
にご相談ください。

油圧機能
動力パック
の要件

タイプ 手動、電動、エア、または増圧器駆動
圧力 最大580 Bar（8400 PSI）

ホース 最大圧力 700 bar
油圧オイル タイプ Enerpac Type HF（それ以外の油圧オ

イルを使用する際は必ず、同等の仕
様に合致しているものを使用してく
ださい）

最低要件 媒体の純度は以下の要件に従ってく
ださい：

•	 NAS 1638の等級10
•	 ISO DIS 4406の等級21、19

、16
粘度 D2270の40℃および100℃における

動粘性率から粘度指数を算出するた
めの標準実施要領に準拠する粘度
等級155

 

 
 

 

4 5

3

1 2

	 図3： 牽引モードの上面図
1.	 油圧シリンダー
2.	 クランプ
3.	 レール
4.	 レールグリップ
5.	 ロッド
伸張モード
この操作モードでは、レールが伸張されます。

•	 油圧シリンダーのピストンが反対側のクランプを遠
ざけるように直接押します。延長ストリップは使用し
ません。

•	 レールグリップが両方のクランプをレールにクラン
プします。

	 図4： 伸張モードの上面図
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シリンダー機能
定格牽引圧力  8400 psi 580 bar
定格押し込み圧力 4000 psi 280 bar
定格牽引能力  70トン 69.653 kg
定格押し込み能力 45トン 44.834 kg
ストローク 8.07インチ 205 mm

重量
品目 重量 運搬時の人員

クランプ 31 kg 2名
スイングアーム 16 kg 1名
油圧シリンダー 21 kg 1名
延長ストリップ 19 kg 1名

6.2	 寸法図

C

H

G

I

J

B

D E

A

F

	 図5： RP70Aの寸法

6.3	 寸法表
寸法 mm インチ

A 2,950 116.14
B 1,056 41.6
C 601 23.7
D 502 19.8
E 586 23.1
F 361 14.2
G 90 3.5
H 349 13.7
I 361 14.2
J 41 1.6
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クランプ油圧シリンダー 延長ストリップ

7. 	 操作
7.1	 初期設定
7.1.1	 ホイスティングに関する指示
セクション6.1の重量の表に記載の重量と部品の取り扱い
に必要な人員数を遵守します。

手で持ち上げるためのリフティングポイントは白色に塗
装されています。

スイングアームアセンブリを持ち上げる場合は、両手を
使用します。

ツールでクランプを持ち上げるには、ツールのリフティ
ングアイを使用します。

7.2	 部品の点検
ストレッサーのすべてのピボットポイントに異常な摩耗、
汚れ、または異物がないか点検します。
すべてのピボットポイントを清潔に保ち、規定の箇所のみ
アンチシーズ剤を塗布します。
損傷または異常な摩耗が認められる場合は、直ちに使用
を中止してください。
問題解決のために支援を必要とする場合は、Enerpacにご
相談ください。

	 図6： RP70Aの部品

7.3	 システムの組み立て
牽引モードまたは伸張モードでシステムを組み立てるに
は、以下の手順に従います。

  警告

本取扱説明書のセクション1に記載の安全対策に従ってく
ださい。

7.3.1	 油圧機構の試験
1.	 セクション7.3.3「油圧機構の接続」に記載のとおり

に、油圧機構を接続します。
2.	 動力パックを使用して、油圧シリンダーの完全な伸

縮を行います。
3.	 システムに漏れがないことを確認します。 
4.	 油圧シリンダーのピストンロッドに損傷がないこと

を確認します。
5.	 システム圧力を5分間維持します。

•	 システムに漏れがないことを確認します。
•	 圧力が下がらなかったことを確認します。

6.	 圧力を解放します。
•	 油圧ホースの接続を外します。 
•	 ダストキャップを交換します。

7.3.2	 スイングアームをクランプに取り付けま
す。
4本のスイングアームを2個のクランプに取り付けるには、
以下の手順に従います。
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クランプ油圧シリンダー 延長ストリップ

•	 レールグリップの歯に汚れがなく、亀裂のないこと
を確認します。

•	 必要に応じて、ワイヤーブラシを使用して汚れを落
とします。

•	 レールグリップの歯に亀裂がないことを確認しま
す。

•	 亀裂が目視できる場合は、クランプを交換します。

•	 クランプを上下逆に置きます。
•	 次に、スイングアームをクランプのシャフト上に置き

ます。

•	 スイングアーム90度回転させ、クランプに固定しま
す。

•	 レールグリップ上の矢印が図に示す方向を向いて
いることを確認します。 

•	 クランプのシャフト上でスイングアームの動きがス
ムーズであることを確認します。

•	 遊びが過剰でないことを確認します。

•	 レールグリップがスイングアーム内で5度回転する
ことを確認します。 

  警告

レールグリップが固着している場合は、使用しないでくだ
さい。

7.3.3	 油圧機構の接続
油圧機構を接続するには、以下の手順に従います。
1.	 セクション4に記載の指示事項に従ってください。
2.	 油圧シリンダーのカップリングをホースに接続しま

す。
この手順は、牽引と伸張のいずれの構成でも有効です。

	 図7： RP70Aのカプラ接続部

シャフト
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7.3.4	 牽引構成

1800 mm

•	 レール上でクランプアセンブリを位置決めします。

 注記
可能であれば、クランプを溶接ポイントからシリンダー
までの距離が約1,800 mmになるようにクランプを位置
決めします。 

 注記
溶接ポイントは、延長ストリップのリフティングポイント
付近に位置します。

•	 スイングアームを回転させ、レールグリップがウェ
ブ上で対称に位置決めされるようにします。

•	 油圧シリンダーアセンブリをスイングアームのアイ
に接続します。

•	 接続ピンが完全にはまっていることを確認します。
•	 フォーク内のピンとクレビス端部が過剰な遊びな

く簡単に合うことを確認します。

•	 動力パックを使用して、シリンダーを完全に伸張さ
せます。

 注記
操作時の必要性に応じて、部分的な伸張が必要な場合、
シリンダーロッドを均等に伸張させるようにしてくださ
い。

•	 延長ストリップを取り付けます。 
•	 接続ピンが完全にはまっていることを確認ししま

す。

•	 スイングアームを数度開きます。
•	 次に、クランプアセンブリ同士を遠ざけます。

 注記
グリップがレールウェブをつかみ、アームの緩みがなく
なります。
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



•	 クランプアセンブリがレールに対して直角であるこ
とを確認します。

  警告
ポンプアセンブリがレールに対して直角でない場合は
操作しないでください。

7.3.5	 伸張構成

•	 レール上でクランプアセンブリを位置決めします。

•	 スイングアームを回転させ、レールグリップがウェ
ブ上で対称に位置決めされるようにします。

•	 油圧シリンダーアセンブリをスイングアームのアイ
に接続します。

•	 接続ピンが完全にはまっていることを確認します。
•	 フォーク内のピンとクレビス端部が過剰な遊びな

く簡単に合うことを確認します。

•	 油圧シリンダーアセンブリのロッドを他方のクラン
プに接続します。

•	 クランプアセンブリがレールに対して直角であるこ
とを確認します。

  警告
ポンプアセンブリがレールに対して直角でない場合は
操作しないでください。




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7.4	 操作の実行
以下の手順では、正しい操作方法の概要を説明していま
す。
操作を実行するための前提条件：

•	 システムがレール上に取り付けられている
•	 オペレーターが操作について熟知している

  警告

システムがレール上で張力をかけられている間は、レール
グリップまたはクリップを取り外さないでください。アンカ
ーまたはクリップを取り外す際にレールが動いてしまうと、
レールグリップがグリップを失い、システムがレールに沿っ
ていずれかの方向に、急激に強い力でスライドします。スト
レッサーがその移動経路で人や物体に当たると、重大な人
身傷害や設備の損傷が生じる恐れがあります。

  警告

操作中は手や足をシリンダーやワークピースから離してお
いてください。

  警告

セクション1に記載の安全対策を使用してください。

7.4.1	牽引と伸張

操作手順は、油圧ポンプのタイプ、バルブ構成およびその
他の要因によって異なります。詳細な操作手順と関連情報
については、お使いのポンプに同梱されている取扱説明書
を参照してください。
1.	 セクション1に記載の一般的な注意事項や警告に従っ

てください。
2.	 動力パックを操作して、シリンダーの格納（牽引時）、

または伸張（伸張時）を行います。
3.	 操作中は圧力をモニタリングしてください。

  警告

セクション6.1に記載の定格入力圧力を超えないようにして
ください。
4.	 動力パックの負荷ロックバルブを閉じます。
5.	 必要なすき間（牽引モード）または必要な伸張（伸張

モード）が得られるまで、動力パック源を操作します。

 注記
強力な油圧装置を操作する前に、オペレーターはすべての
取扱説明、安全事項および適用される安全規制を十分に理
解しておく必要があります。ご不明な点がございましたら、
最寄りのEnerpacの販売店、または認定サービスセンター
にお問い合わせください。

7.4.2	 操作の完了
1.	 負荷ロックバルブを解放します。

•	 牽引時：アセンブリからすべての負荷が取り除かれる
まで、油圧シリンダーを伸張します。

•	 伸張時：アセンブリからすべての負荷が取り除かれる
まで、油圧シリンダーを格納します。

2.	 すべてのコネクターピンを取り外します。

3.	 動力パックを使用して、油圧シリンダーの完全な格
納を行います。

4.	 動力パックの制御バルブを動かして、ストレッサー
から溜まった圧力をすべて解放してから、ホースの
接続、取り外しを行います。

  警告

溜まった圧力を解放するために、ストレッサーの他のい
かなる油圧接続部の接続も外さないでください。ストレ
ッサーの油圧回路内に溜まった圧力を解放するための
正しい手順については、トラブルシューティングガイドを
参照してください。
5.	 ホースの接続を外します。
6.	 油圧構成部品とカップリングを清掃します。
7.	 ワンタッチ着脱式カップリングダストキャップを再

度取り付けます。

8. 	 保管
8.1	 システム

•	 シリンダーを格納します。
•	 ピンとクランプピボットベアリングに保護剤を塗布

し、摩耗や腐食が起こらないようにします。 

 注記
これらの面に潤滑剤は必要ありません。

•	 スイングアームの内面とコネクターピンの穴部分
にオイルを塗布して、錆が発生しないようにします。

•	 スイングアームとクランプの接触面の汚れを落とし
て、オイルを塗布し、スイングアームの動きが滑ら
かになるようにします。

•	 グリップに軽質油を塗布して、腐食しないようにし
ます。

•	 油圧カプラにダストキャップを取り付けます。
•	 保管します。

短期間の保管：
特に屋外で保管する場合は、システムに防水カバーを掛
けて水分が付着しないようにしてください。

 注記
防水カバーは工場出荷時には同梱されていませんが、オ
プションとして追加することができます。

長期間の保管：
Enerpacでは、乾燥した閉鎖空間に保管することを推奨し
ます。

 注記
システムの保管温度については、セクション6.1を参照し
てください。

8.2	 油圧ホース
•	 ホースは中程度の湿度で、霜の付かない、涼しく、乾

燥した場所に保管してください（結露なきこと）。
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•	 ホースは直射日光（紫外線）の当たらない場所に保管
してください。

•	 ホースは換気扇の排気流の影響のない場所に保管し
てください（乾燥効果）。

•	 ホースを直射日光の当たる場所には保管しないでく
ださい。太陽光による熱により圧力が想定外に上昇す
ることがあります。

•	 ホースをオゾン（溶接作業中に発生）にさらさないよ
うに保護してください。

•	 オゾンはホースの劣化を早めます（乾燥による亀裂）。
•	 ホースには汚れや水分が付かないようにしてくださ

い。
•	 ホースは水平位置で保存してください。 

ホースを縦位置で保存するときは、メーカーの仕様に従
い、曲げ半径200 mm以上のホースブラケットを使用しま
す。

 

Diameter


	 図8： ホースブラケット

9. 	 整備
機械は良好な状態を維持し、機械が最大限の性能を発揮
し、ユーザーの安全が確保されるようにしてください。

 注記
整備は必ずシステムを使用していないときに行ってくださ
い。

 注記
システムを12か月を超えて使用しない場合は、使用前に完
全に点検しなければなりません。 

9.1	  整備の規則を遵守してください。
「ASME B30.1-2015」に記載の規制に基づき、整備につい
ての以下の規則に従います。
1.	 システムを12か月以上使用しない場合は、最低でも

12か月に1度の規定頻度で以下のセクションに記載
のすべての点検を実施しなければなりません。

2.	 使用する前には、本セクションの適用される規定に準
拠し、新品の、改造された、変更された、または修理さ
れたすべての油圧構成部品を点検しなければなりま
せん。書面での記録は必要ありません。

3.	 整備は必ずシステムに負荷がかかっていない状態で
行ってください。

4.	 本取扱説明書のすべての安全指示事項に従ってくだ

さい。
5.	 可燃性の液体を使用して作業を行う際は、適用される

安全法規制を考慮して行ってください。
6.	 油圧システムに圧力がかかっていないことを確認して

ください。
7.	 システムの動作中に整備を実施する必要のある場合

は、監視する人員を1人置き、機械を必要に応じて停
止できるようにしてください。

8.	 オイルおよび同様の液体を絶対にこぼさないでくだ
さい。環境に配慮し、清掃費用を意識してください。

9.	 必ず人身保護具（PPE）を着用し、作業条件に求められ
るその他の安全注意事項に従ってください。

10.	 火災警報器、消防設備、消火器の場所をしっかりと確
認してください。

11.	 必ず適切な作業機器を使用してください。不適切な
機器の使用による損傷を防止してください。

12.	 メーカーの明示的な同意なく、機械の安全性に影響
するシステムの変更、追加、または調整を行うことは
許可されていません。

13.	 整備作業の完了後は、システムが動作可能状態であ
ることを確認してください。オペレーターに通知してく
ださい。

9.2	  潤滑と清掃
潤滑の必要な箇所を以下に示します。

	 図9： 潤滑ポイント
1.	 コネクターピン／穴
2.	 レールグリップ
3.	 スイングアーム

9.3	  システムの分解
製品寿命に達したためにシステムを分解するには、以下の
手順で行います。
1.	 油圧オイルと潤滑オイルなどの液体を抜きます。
2.	 ゴム／プラスチック製構成部品を外します。
3.	 金属製構成部品を外します。
すべての材料をまとめ、分類し、専門業者にリサイクルを依

2

3

Clamp close 
up view

1

直径

クランプの 
拡大図
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頼します。

10. 	  部品リスト

10.1	 クランプ
	 図10： クランプの主な構成部品

品目 説明 数量 部品番号
1 クランプ 1 0393901010001
2 シャフトエンドプレート 2 0393901010004
4 位置決めプレート 60E1 2 0393901010011
5 ワッシャー 4 B38130.100.001
6 リフティングアイボルト 1 B16010.100.001R
7 六角ボルト 4 B01210.100.025
8 六角ソケット皿頭キャップねじ 4 B07470.080.020
9 ハンドル 2 0393901010014

10 六角SHCS低頭 2 B07090.160.040
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10.2	 延長ストリップ

	 図11： 延長ストリップの主な構成部品

品目 説明 数量 部品番号
1 接続ピン 1 0393901010009
2 溶接延長ストリップ 1 03939010101
3 ケーブル 1 03199-0300
4 ワッシャー 2 B38130.050.001
5 リフティングアイボルト 1 B16010.100.001R
6 六角ナット 1 B12348.050.001
7 六角ソケットボタン頭ねじ 1 B07151.050.025
8 ストリップハンドルプレート 1 0393901010015
9 ハンドル 1 0393901010014

10 六角SHCS低頭 1 B07090.160.040
11 プレインワッシャー 1 B38130.160.001
12 六角ナット 1 B01100.160.001
13 六角SBHS 2 B07151.100.025
14 プレインワッシャー 2 B38130.100.001
15 ハンドルフィルターブロック 1 0393901010016
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10.3	 グリッパーアーム

	 図12： グリッパーアームの主な構成部品

品目 説明 数量 部品番号
1 グリッパーアーム 1 0393901010002
2 ロックプレート 1 0393901010003
3 グリッパー 1 0393901010005
4 接続ピン 1 0393901010009
5 グリッパーロックプレート 2 0393901010012
6 ケーブル 1 03199-0300
7 リフティングアイボルト 1 B16010.100.001R
8 六角ソケット皿頭キャップねじ 8 B07470.080.020
9 六角ソケット頭ショルダーねじ 2 B07111.060.012

10 六角ソケットボタン頭ねじ 1 B07151.050.010
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10.4	 シリンダー

	 図13： プルシリンダーの主な構成部品（第1面）

品目 説明 数量 部品番号
1 Oリング 1 B1105503
2 リリーフバルブアセンブリ 1 CJ160900
3 ピストンシール                  1 DB8051076
4 ピストンウェアリング 2 DB8056155
5 バックアップリング 1 DB8119565
6 ロッドスクレーパー 1 DC5446776
7 ロッドウェアリング 1 DC5825155
8 ロッドシール 1 DD2475076
9 シリンダーベース 1 DQ2180030

10 プランジャ 1 DQ2181040
11 停止リング 1 DQ2182044
12 ラグ 1 DQ2183056
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品目 説明 数量 部品番号
1 シリンダーハンドルプレート 1 0393901010017

2 ハンドル 1 0393901010014A

3 フラットワッシャー 2 CAE1060108-1A

4 フラットワッシャー 1 CAE1160108-1A

5 ナットロック 1 CBE1160120-2A

6 ねじ（LHCS) M16x2 x 50 個 1 CBE1633028-1D

7 ねじ（BHCS）M6x1 8個 1 CBE613028-1E

8 ねじ（SHCS) M6x10 個 2 CBE615028-1A

9 ねじ（BHCS）M6x1 16個 8 CBE619028-1E

10 ねじ（SHCS）M6x45 1 CBE631028-1A

11 ねじ（SHCS）M6x50 2 CBE633028-1A

12 ねじセット 1 CCA1019028-5E

13 カプラ 男性の半分 1 CS364900

14 S364900用の金属製ダストキャップ 1 CS364900E100

15 カプラ 女性の半分 1 CS365900

16 S3654900用の金属製ダストキャップ 1 CS365900E100

17 ナイロンディスク 1 CZ324071

18 警告シール 1 DA5625026

19 シール、Enerpac 1 DC5667026

20 継ぎ手、ストレート 1 DQ2152096

21 継ぎ手、エルボー 1 DQ2153096

22 ナット 2 DQ2154124

23 カバー 1 DQ2186098

	 図14： シリンダーの主な構成部品（第2面）

ノート

Loctite222で固定します。

6Nmのトルク。

1/4NPTFスレッド。 Loctite542またはテフロンテープを使用して
ください。トルク35-40Nm。

3/8NPTFスレッド。 Loctite542またはテフロンテープを使用して
ください。トルク40-50Nm。

3/8NPTFスレッド。 Loctite542またはテフロンテープを使用して
ください。トルク70-80Nm。

3/8NPTFスレッド。 Loctite542またはテフロンテープを使用して
ください。最小トルク103Nm。

200Nmのトルク。
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品目 説明 数量 部品番号
24 チューブ 1 DQ2187268

25 スリーブ 1 DQ2190900

26 スリーブ 1 DQ2191900

27 1/4” HEX ニップル 1 FZ1608

28 アルミニウムプルシリンダー、35トン 1 FZ1619

29 リデューサー 3/8”-1/4” 1 FZ1630

30 コネクターブロック 1 RAR5015E100270

31 カバー、左 1 RAR5015E101098L

32 アルミニウムプルシリンダー、35トン 1 RARP358S

11. 	 トラブルシューティング
ツールの操作上の問題を診断する際は、トラブルシューティングガイドを参照してください。トラブルシューティングガイ
ドではすべての症状が網羅されているわけではありませんので、よくある問題の診断の一助として利用するようにしてく
ださい。修理の場合は、最寄りのEnerpac認定サービスセンターにお問い合わせください。必要に応じて、お使いの油圧
ポンプや電源ユニットのトラブルシューティング情報も参照してください。

トラブルシューティングガイド
症状 考えられる原因 解決方法

1.プランジャが牽引しな
い。

a. ポンプのリリーフバルブが開いている。 ポンプのリリーフバルブを閉じます。
b. 方向制御バルブが正しい位置にない。 方向制御バルブを正しい位置に動かします。
c. カプラがしっかり締まっていない。 カプラを締め付けます。
d. ポンプのオイル量が少ない。 必要に応じてポンプにオイルを追加します。 
e. ポンプの故障。 必要に応じてポンプを修理するか交換してください。
f. シリンダーの荷重定格が用途に対して低すぎる。 より荷重定格の高いシリンダーを使用してください。
g. シリンダーシールが漏れている。 シリンダーを修理するか交換してください。

2.プランジャが部分的にし
か格納しない。

a. ポンプ内のオイル量が少ない。 必要に応じてポンプにオイルを追加します。 
b. カプラがしっかり締まっていない。 カプラを締め付けます。
c. シリンダープランジャがバインドしている。 シリンダーを修理するか交換してください。

3.プランジャの格納が不規
則である。

a. 油圧システム内に空気が入っている。 油圧システムから空気を抜きます。 
b. シリンダープランジャがバインドしている。 シリンダーを修理するか交換してください。

4.プランジャの移動速度が
通常よりも遅い。

a. 接続部の漏れ。 漏れている接続部を修理します。
b. カプラがしっかり締まっていない。 カプラを締め付けます。
c. ポンプの故障。 必要に応じてポンプを修理するか交換してください。

5.プランジャが格納するが
保持されない。

a. ポンプの故障。 必要に応じてポンプを修理するか交換してください。

b. 接続部の漏れ。 漏れている接続部を修理します。
c. システムのセットアップに誤りがある。 ポンプとシリンダーのホース接続を確認してください。
d. シリンダーシールが漏れている。 シリンダーを修理するか交換してください。

6.シリンダーのオイルが漏
れている。

a. シリンダーシールの摩耗または損傷。 シリンダーを修理するか交換してください。
b. シリンダー内部の損傷。 シリンダーを修理するか交換してください。
c. 接続部の緩み。 接続部を締め付けるか修理してください。

7.プランジャが格納されな
い、あるいは格納速度が通
常よりも遅い。

a. ポンプのリリーフバルブが閉じている。 ポンプのリリーフバルブを開きます。
b. 方向制御バルブが正しい位置にない。 方向制御バルブを正しい位置に動かします。
c. ポンプ容器内のオイル量が多すぎる。 必要に応じてポンプからオイルを抜きます。
d. ホースが正しく接続されていない。 ホースの接続を確認します。
e. ホースが細いためオイルの流れが妨げられている。 直径の大きなホースと交換します。
f. シリンダー内部の損傷。 シリンダーを修理するか交換してください。
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